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令和6年度 新吉田地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
担当エリアの東側には戸建てが多く、マンションが点在します。西側には起伏が激しい丘陵地で、農地や樹林地が残って
おります。早淵川と鶴見川に面しており、河川氾濫の危険が高い地域であり、住民一人一人が風水害に備える必要があり
ます。戸建て住宅地では、居住歴が長い人が多く、一人暮らし高齢者が増えており、支援が必要な高齢者が増えていま
す。一方で、若い世代の転入が増加傾向にあり、地域との繋がりづくりや未来を担う人材の育成が必要です。担当エリア
には新吉田連合町内会と新吉田あすなろ連合町内会の２地区があり、６５歳以上の高齢者人口は、新吉田地区約5,000
人、新吉田あすなろ地区は約1,800人で担当エリアの高齢化率は23.76％（後期高齢者は13.2％）で、市の高齢化率よりは
低いものの、区内では２番目の高齢化率です。新吉田連合町内会は町丁別にみると15.4％～29.5％と高齢化率に幅があ
ります。新吉田あすなろ連合町内会では、この間の新吉田東２丁目の高齢化率の上昇幅から急速に高齢化進んでいるこ
とが伺え、相談件数が増加している。これまで積極的に地域で活動されていた高齢者からの認知症、フレイル相談件数の
増加を目の当たりにして、元気な高齢者が元気で暮らし続けられるためのフレイル予防（介護予防）に係る取り組みが急
務であると考えます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

地域ケアプラザ機能を地域へ広く周知します。
様々な地域の活動や会議等積極的に参加して、また、地域の商店や医療機関等にチラシの掲示を依頼したりし
て、地域ケアプラザ機能を積極的に周知します。支援が必要な方高齢者等が地域で孤立することなく早期に発見
し必要な支援が迅速に届けられるよう、地域の方を巻き込んだ地域ネットワ－ク構築します。

地域に潜在している課題をを把握して、地域の方々と共に課題解決に取り組みます。
ケアプラザが地域の様々な活動会議等に積極的に参加して、その課題をを把握するとともに、課題解決に向け
て、地域の力を活用して行きます。地域で支え合う、共助の取り組みの継続支援、新たな仕組みづくりを支援しま
す。

総合相談窓口体制は輪番制とし、迅速な相談対応に努めます。
担当者が不在することなく相談者が相談しやすい環境を整えます。相談内容に応じた専門職種間の連携を図り迅速に適正な
支援に取り組むことで、地域からの信頼を重ねて参ります。また、個別の課題解決支援を積み重ね５職種間でその情報共
有、さらに介護保険事業との定期的に情報共有することで、潜在化した地域課題の抽出、その課題解決に向て一体的に取り
組みます。

地域住民が認知症について正しい理解が広がる。
認知症サポ-タ-養成講座の開催やキャラバンメイト育成支援します。また、地域の徘徊高齢者者支援ネットワ－
ク「さがしてネット」の事務局を担い、担当２地区の合同模擬訓練等を通して、認知症の理解を啓発し、地域住民に
よる共助の取り組みを支援します。

元気な高齢者が元気に暮らし続けられるためにフレイル予防講座を開催してその理解が広がる。
委託事業と介護保険事業が一体となり各々の専門性を活かした 高齢者が参加できるボランテイア活動等、人と
繋がる場の 創出、継続支援、担い手の育成、フレイル予防の啓発にケアプラザ全体で取り組みます。

□ 区からのコメント



１ 施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２ 指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

その方が持つ能力や思い等、その方の特性を踏まえ
た生活機能向上を目標としたケアマネジメントを実施
し、地域のインフォ－マルサ－ビス等多様なサ－ビス
の中からご自身で選択できるよう支援します。

【その他料金】・通常のサ－ビス提供地域を越える地
域に訪問・出張する必要がある場合の、その旅費（実
費）の負担をお願いすることがあります。

居宅介護支援事業

・その方が可能な限り居宅において、その有する能
力に応じた自立した日常生活を営むために必要な居
宅サービスが適切に利用できるよう、ケアプランを作
成するとともに、当該計画に基づいて適切な居宅
サービスの提供が確保できるよう、連絡調整します。
・地域ケアプラザの居宅介護支援事業所であることを
自覚し、丘の上倶楽部等でのリーダーシップを積極
的に担い、地域の質の高いケアマネジメントを目指
し、またその方が住む地域の社会資源開発に資する
取り組みをして参ります。

【その他料金】・通常のサ－ビス提供地域を越える地
域に訪問・出張する必要がある場合の、その旅費（実
費）の負担をお願いすることがあります。

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市
介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額

令和6年度新吉田地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

総合相談窓口等ケアプラザ業務は、担当職員一人
一人の言動を含め、利用者や事業者等から不信を
招こことがないよう、公正・中立性を意識を高め
た対応をします。 ・介護予防ケ
アプラン作成委託先の偏りがないよう努めます。
・ケアマネジャー選定支援の際には複数の事業所
を提示して選択肢があることを相談者にお伝えし
たうえで、相談者が選定できるよう支援します。
・居宅介護支援では、利用者の選択に基づき、提
供される居宅サ－ビスが特定の事業所に偏りこと
なく、適切なサ－ビスが多様な事業所から総合的
に提供されるように努めます。・部門別アンケ－
トを年１回実施して、その業務の公正・中立性を
振り返る機会を持ちます。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・委託業者による建物・設備の定期的な保守点
検、担当職員による日々の点検により、異常の早
期発見し、適切な修繕を実施します。安全・安心
な施設利用、サービス提供について、職員一人一
人がその意識を高めるため、定期的な会議や日々
のミ－テイング等でひやりはっと等の振り返りす
る時間を持ちます。
・ドライブレコ－ダ－の点数化機能を活用とした
自己点検等、安全運転意識の向上に努めます。
・所長は個人情報管理者を担い、法令、法人の個
人情報管理規定に基づいた、適切な個人情報管理
に関する取り組みを推進します。
・個人情報の取り扱いについて、職員一人一人が
忙しくても、その取扱いル－ルを守るということ
が、漏洩防止にになるという意識を高めます。
・年に１回,個人情報の取り扱いに係る研修及び
チェックシ－トを使った振り返りを実施します。

利用
料金

"管理者１名（社会福祉士）
保健師１名 社会福祉士１名  介護支援専門員（非
常勤） １名
"

管理者１名(主任介護支援専門員)
介護支援専門員名５名(うち主任介護支援専門員４
名）



目標

実施
体制

職員
体制

３ 通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）に基
づく金額

【その他料金】
【その他料金】
昼食代：７５０円（おやつ代１００円
含む）

【実施日数】
週６日（日曜日/年末年始休業）
【提供時間】
介護９：００～１６：００（７時間）
予防１０：００～１５：００（５時間）
【定員】３５名（一体型）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）及び
指定地域密着型介護予防サービ
スに要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十
八号）に基づく金額

【その他料金】

・ゆったりとした空間の中でご自身
で楽しみが見つけられるよう支援し
ます。
・日常生活動作の一つ一つがリハ
ビリと捉え、残された力で生活の喜
びと自信を感じられるよう支援しま
す。
・職員やご利用者同士で安心して
過ごせる社会交流の場を提供しま
す。 ・個別
ニ－ズに柔軟に対応した適切サ－
ビス提供に努めます。
・食前の口腔体操、食後の口腔ケ
アの励行、お食事の形態への配慮
等に対応し、誤嚥性肺炎の発症防
止に努めます。
・介護者が安心できる介護者負担
軽減に資するサ－ビス提供に努め
ます。

【サービスに係る費用】
指定居宅サービスに要する費用の
額の算定に関する基準（厚生省告
示第十九号）及び横浜市介護予
防・日常生活支援総合事業実施要
綱に基づく金額

契約
者数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

管理者１名 生活相談員３名 看護職
員 （機能訓練員兼務）３名 介護職員
１３名 送迎職員８名 事務職員等２
名



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

21,069,010 21,069,010 21,069,010 横浜市より

30,000 30,000 30,000 さわやかクラブ参加費

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

21,099,010 0 21,099,010 0 21,099,010

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

13,096,000 0 13,096,000 0 13,096,000
法人本部職員、会計労務兼務職員含む

8,590,000 8,590,000 8,590,000 給与、諸手当、超勤手当、通勤手当

2,500,000 2,500,000 2,500,000 健康保険料、厚生年金保険料、雇用保険料、労働保険
料

1,500,000 1,500,000 1,500,000 期末手当

41,000 41,000 41,000 健康診断料

15,000 15,000 15,000 ハマフレンド会費

150,000 150,000 150,000

300,000 300,000 300,000 医療福祉機構退職共済掛金

1,825,000 0 1,825,000 0 1,825,000

15,000 15,000 15,000 市内出張交通費

300,000 300,000 300,000 事務消耗品費

8,000 8,000 8,000 会議用品費

0 0

400,000 400,000 400,000 ＦＡＸ、電話代、携帯電話代、後納郵便代、切
手代

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0

その他 0 0

0 0

0 0

40,000 40,000 40,000 指定管理総合賠償責任保険料、総合賠償責任保険
料

20,000 20,000 20,000 研修受講料、研修交通費、研修用書籍

30,000 30,000 30,000 給与振込手数料、総合振込手数料

250,000 250,000 250,000
玄関マット、防炎カーテン、ＡＥＤ、WI-FI機器、プリンター、パソコ
ン等

0 0 0

0 0 0

762,000 762,000 762,000
車両費、保健衛生費、委託費、諸会費、損害保険料、広報費

1,168,000 0 1,168,000 0 1,168,000

0 0

1,168,000 1,168,000 1,168,000

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

4,506,010 0 4,506,010 0 4,506,010

1,746,000 1,746,000 1,746,000 電気、ガス、水道料金

950,000 950,000 950,000 清掃委託費

0 0 0

970,000 0 970,000 0 970,000

空調衛生設備保守 250,000 250,000 250,000 空調保守点検等

消防設備保守 210,000 210,000 210,000 消防設備点検

電気設備保守 430,000 430,000 430,000 エレベータ―、自動ドア点検等

害虫駆除清掃保守 50,000 50,000 50,000 害虫駆除費

駐車場設備保全費 0 0

その他保全費 30,000 30,000 30,000 水質検査等

0 0

840,010 840,010 840,010 一般廃棄物及び産業廃棄物処理費、植栽管理費、直営系館内清掃費

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

21,069,010 0 21,069,010 0 21,069,010

30,000 0 30,000 0 30,000

30,000 0 30,000 0 30,000

1,168,000 0 1,168,000 0 1,168,000

△ 1,138,000 0 △ 1,138,000 0 △ 1,138,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課

事業所税
消費税

その他

事業費

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和６年度 「新吉田地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入
雑入

共益費

運営協議会経費
自主事業費
その他

管理費

太陽光パネル保守点検
太陽光パネル保守点検

太陽光パネル修繕（追加）
太陽光パネル修繕（追加）

SNSによる広報業務等モデル実施（追加）
SNSによる広報業務等モデル実施（追加）

自主事業 収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他

支出合計

自主事業費 支出

差引

自主事業費 収入

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

31,457,242 31,457,242 31,457,242 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

0 0 0 横浜市より
5,951,000 5,951,000 5,951,000 横浜市より

0 0 0

16,800 16,800 16,800 粋な男の料理教室参加費

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

37,579,042 0 37,579,042 0 37,579,042

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

33,530,000 0 33,530,000 0 33,530,000
法人本部職員、会計労務兼務職員含む

23,175,000 23,175,000 23,175,000 給与本俸、諸手当

3,450,000 3,450,000 3,450,000 健康保険料、厚生年金保険料。雇用保険料、労働保険料

6,200,000 6,200,000 6,200,000 期末手当

45,000 45,000 45,000 健康診断料

30,000 30,000 30,000 ハマフレンド会費

150,000 150,000 150,000
480,000 480,000 480,000 医療福祉機構退職共済掛金

1,680,000 0 1,680,000 0 1,680,000

30,000 30,000 30,000 市内出張交通費

200,000 200,000 200,000 事務消耗品購入費

2,000 2,000 2,000
0 0

420,000 420,000 420,000 FAX、電話料金、携帯電話料金、後納郵便代、切手代等

0 0 0 0 0
自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0

その他 0 0
0 0
0 0

20,000 20,000 20,000 指定管理総合賠償責任保険料、総合賠償責任保
険料

30,000 30,000 30,000 研修受講料、研修交通費、研修用書籍

40,000 40,000 40,000 給与振込手数料、総合振込手数料

120,000 120,000 120,000 ＡＥＤ、パソコン、プリンター等リース料

0 0
0 0

818,000 818,000 818,000 車両費、保健衛生費、委託費、諸会費、損害保険料、広報費

1,029,000 0 1,029,000 0 1,029,000

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

90,000 90,000 90,000
154,000 154,000 154,000 予算：指定額

0 0
155,000 155,000 155,000

0 0

1,197,242 0 1,197,242 0 1,197,242

320,000 320,000 320,000 電気、ガス、水道料金

140,000 140,000 140,000 清掃委託費

0 0
109,000 0 109,000 0 109,000

空調衛生設備保守 30,000 30,000 30,000 空調保守点検等

消防設備保守 20,000 20,000 20,000 消防設備点検

電気設備保守 50,000 50,000 50,000 エレベータ―、自動ドア点検等

害虫駆除清掃保守 5,000 5,000 5,000 害虫駆除費

駐車場設備保全費 0 0
その他保全費 4,000 4,000 4,000 水質検査等

0 0

628,242 628,242 628,242
一般廃棄物及び産業廃棄物処理費、植栽管理費、直営系館
内清掃費

126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0
0 0
0 0
0 0

0 0

37,562,242 0 37,562,242 0 37,562,242
16,800 0 16,800 0 16,800

16,800 0 16,800 0 16,800
399,000 0 399,000 0 399,000

△ 382,200 0 △ 382,200 0 △ 382,200

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他

支出合計
差引

自主事業費 収入
自主事業費 支出
自主事業 収支

修繕費
公租公課

事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協力医
自主事業費【包括】
自主事業費【介護予防】

自主事業費【生活支援】
その他

自主事業費【チームオレンジ】

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

自主事業収入【包括】
自主事業収入【介護予防】
自主事業収入【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

指定管理料【生活支援】

令和６年度 「新吉田地域ケアプラザ」
収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括等＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】
指定管理料【チームオレンジ】



６年４月１日～ ７年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

3,700 3,700 3,800 3,800 24,000 24,000 0 0

2,300 0 2,300 3,500 0 3,500 250 0 250 0 0 0 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0

認定調査委託費 0 0 250 250 0 0

介護予防プラン委託収入 2,300 2,300 3,500 3,500 0 0 0

利用者負担金収入 0 0 0 0 0

利用者食費収入 0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

6,000 0 6,000 7,300 0 7,300 24,250 0 24,250 0 0 0 0 0 0

0 800 800 22,550 22,550 0 0

0 80 80 1,235 1,235 0 0

0 0 325 325 0 0

0 0 140 140 0 0

2,300 0 2,300 3,500 0 3,500 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 2,300 2,300 3,500 3,500 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

2,300 0 2,300 4,380 0 4,380 24,250 0 24,250 0 0 0 0 0 0

3,700 0 3,700 2,920 0 2,920 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※ 介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※ 上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支 （Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和６年度 地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：新吉田地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護






